
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

担い手のライフサイクルに応じた支援 

 

タイトル いわてアグリフロンティアスクール（ＩＡＦＳ）  

        ＪＡ名 岩手県信連 （岩手県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

 日本農業の現状を背景とし、国際競争力のある高生産性ビジネス農業を育成す

るべく、経営感覚・企業家マインドを持った先進的な農業経営者を育成する教育

プログラムとして岩手大学を中心として、岩手県及び農業団体とともに平成１９

年度にいわてアグリフロンティアスクール（ＩＡＦＳ）創設しました。 

 平成２５年度に岩手県、ＪＡいわてグループ及び岩手大学で同スクール運営協

議会を設立し、同年度より運営に参画し、講義等を行っています。 

２ 概要 募集対象者：①岩手県内の認定農業者 ②岩手県内の農業経営者 

      ③岩手県内の農業後継者 ④岩手県内の農業従事者等 

 募集定員：３０名程度 

開講期間：平成２６年５月下旬～平成２７年２月中旬 

  受講料：２０，０００円／１年 ※現地研修等の参加費は別途個人負担 

資格等の授与：農用生産管理、マーケティングといった教育プログラム（年間約

165 時間）のうち 120 時間以上の履修により、履修証明書を発行

します。また、履修証明書の授与条件を満たし、必修科目「農業

ビジネス戦略計画プレゼンテーション」において、合格を得た場

合、岩手大学が認定する「アグリ管理士」の資格を授与します。 

３ 成果 

（効果） 

平成２６年度実績 

 入学者数：２９名（定員３０名） 

 ※農業経営者１３名（うち認定農業者７名）、農業後継者８名、農業従事者８名 

 修了者数：２３名 うち「アグリ管理士」資格授与者２２名 

平成１９年度からの「アグリ管理士」資格授与者数は１７９名 

修了生からは、「現在の農業経営に役立っている」や「修了後も受講生同士の交流

が続いている」との声があり、農業経営に関する知識・技能の習得だけでなく、

異なる農業形態、年齢、地域間の交流による農業者間の輪の広がりにも貢献して

います。 

４ 今後の

予定（課題） 

・農繁期を考慮した教育プログラムの設定 

・修了生に対する定期的な講義等 

・修了生が個別相談できる窓口の設置 

 

 


